遼寧省高等教育自学考試　日本文学選読の出題傾向
ここでは、2000-2006年の試験問題を課毎に分けてみました。重点を見極める際の参考になれば幸いです。
第一課　ひとすじの道　
日展（にってん）　出品（しゅっぴん）（2001）水害（すいがい）不通（ふつう）（2003）旅（たび）岐路（きろ）柩車（きゅうしゃ）曳いて（ひいて）（2005）据え方→置き方（2000）昭和二十五年→1950年　雨上がり→雨がやむ。（2005）夕映え→夕焼け　スロープ→斜面（2006）
第二課　月夜
管弦（かんげん）名月（めいげつ）（2003）　葦（あし）堤（つつみ）苦境（くきょう）克服（こくふく）（2004）
中秋（ちゅうしゅう）嵯峨（さが）（2005）
こよなく→この上なく。格別に。(2000)　あえて→無理に。わざわざ。（2001）　許→ある人のいる所。（2003）
つれ→A仲間B友達C年配D年少　アベック→男女の二人連れ。行方→行った先（2004）
ひっきりなしに→絶え間なく続く様子。冴やか→冷たく感じる様子。（2005）　巣立つ→子供が親元や学校から離れて世に出る。（2006）
第三課　砂漠への旅
慟哭（どうこく）凝視（ぎょうし）砂漠（さばく）惹く（ひく）（2001）　旅（たび）値（あたい）（2002）
惹く→注意・心を向けさせる。（2000）きっと→顔つき・態度がきびしく、ひきしまる様子。途方に暮れる→どうしたらいいかわからない。（2005）途方に暮れる→手段が尽きて、どうしたらいいか分からなくなる。（2006）
ｐ19第二段落～第三段落①「何度か」の「か」はどんな意を表すか。A疑問　B反語　C詠嘆　D不確実
②「そのような光景」とはどのような光景か。文中から抜き出して、書きなさい。③「そこ」はどこか。④文中（④）に入れるのに最も適当なものを選びなさい。Aそして　Bそれから　Cしかし　Dしかも　⑤擬人法で書かれているところを文中から抜き出して書きなさい。（2003）
第四課　友情について
冷める（さめる）形骸（けいがい）（2000）　破綻（はたん）嫉妬（しっと）（2001）相互（そうご）端緒（たんしょ）（2005）
邂逅→思いがけなく出会うこと。めぐりあい。（2001）端緒→始まり（2005）破綻→破局　愛着→いつまでも心がひかれ、離れがたく感じる（2006）
ｐ24第一段落～第二段落　①「それ」は何を指しているか。②（②）に入れるのに最も適当なものを選びなさい。Aにおうじて　Bにおいて　Cにかかわらず　Dとかかわらず　③「どうし」の漢字の書き方はどれか。A同士　B同志　C同氏　D同視　④（④）に入れるのに最も適当なものを選びなさい。Aもっとも　BもちろんCとにかく　Dまったく　
⑤この文章の内容と合わないものはどれか。
A友情と恋愛は本質的に他人同士の邂逅から生まれるものである。B友情と恋愛は似ているところがある。
C僕は小学校時代の同級生の名前も顔も覚えていない。D子供同士の間には恋愛も本当の友情もない。（2004）
第五課　言葉の意味　
第六課　美しい別れ
枯葉（かれは）　舗道（ほどう）（2000）繁華街（はんかがい）　距離（きょり）　薬屋（くすりや）　魚（さかな）　舗道（ほどう）　喫茶店（きっさてん）（2002）枯葉（かれは）舗道（ほどう）（2003）枯葉（かれは）舗道（ほどう）（2005）未練（みれん）悲愴（ひそう）葛藤（かっとう）無理（むり）拘泥（こうでい）（2006）
照れくさい→きまりが悪い。なんとなくはずかしい。気恥ずかしい。（2000）なりたて→なったばかり。　そぐわない→似合わしくない。つりあわない。（2001）未練→あきらめ切れないこと。　行きつけの喫茶店→いつも利用している喫茶店。（2002）なりたて→なったばかり。　無給→給料を支給されない。　ノスタルジー→郷愁（2003）
第七課　元日のこと
嬰児（えいじ）　溌剌（はつらつ）　束（たば）　否応（いやおう）（2000）大晦日（おおみそか）　書斎（しょさい）（2001）朝寝坊（あさねぼう）　屠蘇（とそ）（2002）
朝寝坊（あさねぼう）屠蘇（とそ）（2005）遺言（ゆいごん）葬られる（ほうむられる）（2006）
さして（～ない）→これといって。それほど。さほど。（2000）
屠蘇を祝う→屠蘇を飲んで正月を祝う。否応なしに→是非を言わせずに。ひなたぼっこ→日なたに出て暖まること。（2004）
P58二段落目～p59最後　①「これ」は何を指しているか。②「こちらの望む」というのはどういうことを望んでいるのか。③「そんな思い」とはどんな思いか。④「それまで」の「それ」は何を指しているか。⑤「こういう言葉」はどういう言葉か。（2000）
P54二段落目　①「私」の故郷はどこか。②村人は明け方どこへ行ったか。③何をしに行ったか。④大人だけ行ったか。⑤その日は何の日か。（2002）
第八課　初秋海浜記
蜘蛛（くも）巣（す）　軒端（のきば）露（つゆ）（2003）
沼（ぬま）磯（いそ）直射（ちょくしゃ）温風（おんぷう）平地（へいち）夕方（ゆうがた）霧（きり）空中（くうちゅう）（2004）砂浜（すなはま）海鳥（かいちょう）（2002）
いつしか→いつのまにか。知らないうちに。（2000）そこいら→そこら。そのあたり（2001）
お上さん→女主人（2003）　枝という枝→すべての枝（2005）
第九課　美を求める心
野原（のはら）　一輪（いちりん）（2000）綿密（めんみつ）衰弱（すいじゃく）（2006）
がてんする→納得する。了解する。（2001）明かす→かくれていたものを明らかにする。（2005）
P79第二段落～最後　①「それ」は何を指しているか。②「そんな人」はどんな人を指しているか。③「立派な芸術というもの」はどんなものか。書きなさい。（2001）
P78第二段落　①「美の問題」について、「私」はどう思っているか。②「あの人は、姿のいい人だ」はどう理解したらいいか。③「それ」は何を指しているか。④「これ」は何を指しているか。（2001）
第十課　日本の耳
思うに→考えるところでは。考えてみると。（2000）
今もって→今なお。いまだに。（2001）
第十一課　鳥
狼狽（ろうばい）　紅潮（こうちょう）　丸裸（まるはだか）　威嚇（いかく）（2000）
希薄（きはく）　二羽（にわ）（2001）数知れない（かずしれない）羽ばたき（はばたき）（2005）充実（じゅうじつ）沈黙（ちんもく）弱々しく（よわよわしく）委縮（いしゅく）（2006）
手にのる→だまされる。（2001）生の憎悪→隠さない憎悪（2005）
P103三行目～十二行目　①「そこ」はどこですか。②「それ」は何を指していますか。③「この部屋」はだれの部屋ですか。④「か」はどんな意味を表すか。最も適当なものを選びなさい。A疑問B反語C選択D不確実⑤「それは」は何を指していますか。（2006）
第十二課　たこになったお母さん

軒下（のきした）　蒸気（じょうき）（2001）
やみくもに→前後のことを考えないで、むやみやたらに。（2001）
第十三課　水泥棒
白梅（はくばい）　若葉（わかば）（2001）蛇口（じゃぐち）柱（はしら）素直（すなお）驚かせる（おどろかせる）（2002）意地（いじ）響き（ひびき）（2005）
はずみ→その瞬間。とたんに。（2000）　かんにさわった→腹が立った。（2004）

第十四課　海と毒薬
仰向け（あおむけ）　捕虜（ほりょ）（2000）
第十五課　いとしのブリジット・ボルドー
還暦（かんれき）　綽名（あだな）（2000）
第十六課　伊豆の踊り子
大粒（おおつぶ）　坂道（さかみち）（2001）雨脚（あまあし）　峰（みね）（2002）杉（すぎ）密林（みつりん）　朴歯（ほおば）高下駄（たかげた）（2003）若桐（わかぎり）（2006）
帰りがけ→帰ろうとするとき。　だめを押して→念を押して。（2002）あんばい→ぐあい（2003）
ｐ222五行目～下から七行目　①この文はある小説の一部分である。作者名と作品名を書きなさい。②「踊り子」は「一間ほど後ろを歩いて」、どのような礼儀を示しているか。③「その間隔」は何メートルぐらいの間隔か。④「踊り子」の「私」に対する微妙な心理を簡潔に書きなさい。⑤この小説で「踊り子」はどのような少女として描かれているか。簡潔に書きなさい。（2003）
P213第一段落，p225十三行目「しばらく低い声が」～下から3行目「ありがたいのだった。」①「つづら折り」はどんな意味か。②「雨脚」は何か。「雨脚が杉の密林を白く染めながら、すさまじい速さでふもとから私を追ってきた。」はどんな修辞法を使ったのか。③「感情の傾きをぽいと幼く投げだしてみせた声だった。」の意味を簡単に説明しなさい。④「言いようなく、ありがたいのだった」をほかの言葉で書き表しなさい。⑤この小説でのもっとも重要な言葉をこの段落から抜き出しなさい。（2005）
P228初め～p229第一段落　①「黒紋付の羽織を着込んでいる。私を送るための礼装らしい。」とあるが、黒紋付の羽織を着てきたことは何を表していますか。②「寂しさを感じた」とあるが、私はどうして寂しいと思いましたか。③「妹の名が薫ですから」とあるが、どうしてわざわざこの話をしたのですか。④「わたしは鳥打ち帽を脱いで栄吉の頭にかぶせてやった。そしてカバンの中から学校の制帽を出してしわを伸ばしながら、二人で笑った。」とあるが、これはどんなことを意味していますか。⑤「踊り子はうなずいた。」この様子から踊り子のどんな気持ちが表れていますか。（2006）
第十七課　城の崎にて
脊椎（せきつい）　致命傷（ちめいしょう）（2002）羽（はね）触覚（しょっかく）　桑（くわ）道端（みちばた）（2003）
フェータル→致命的（2003）　用心→注意すること（2006）
P234最初～p235第一段落全て　①「出なければ」の主語は何か。②「頭はまだなんだかはっきりしない。物忘れが激しくなった」その原因を答えなさい。③「一つ間違えば」というのはどんな時のことを指しているか。④「青い冷たい堅い顔をして、顔の傷も背中の傷もそのままで」の被修飾語は何か。⑤「お互いに何の交渉もなく」の「お互いに」とはだれとだれのことを指しているか。⑥「いつかはそうなる」の「そうなる」はどういう意味か。（2000）
P235　10行目「自分は死ぬはずなのに」～p236下から3行目「親しみを感じた」①「そういう」とはどういうことか。②「ほかの蜂」が「冷淡だった」と自分が感じたわけは何か。③「それ」はどんな内容か。④生きている蜂の動きが最も細やかに観察、描写されていると思う三文続きの文はどれか。始めと終わりの三字を書きなさい。⑤一匹の蜂の死によって「自分」は結局どんな気持ちを持つにいたったか。（2001）
P236下から2行目～p238最後　①「それ」は何を指しているか。②「それに近い自分」はどういう自分か、説明しなさい。③「それ」はどういうことか。④「両方」はどういうことか。⑤「ねずみ」の死を見て、作者の感じ取ったことを簡潔に書きなさい。（2002）
P234最初～p235第一段落全て　①「そんなこと」はどんなことか。②「山のすそを回っている」の主語を指摘しなさい。③「それ」は何を指しているか。④「それ」は何を指しているか。⑤この文は志賀直哉の小説「城の崎にて」の冒頭の部分である。「城の崎にて」は何の小説の代表作と評されているか。（2004）
P240下から六行目～p241第一段落全て　①「生き物の寂しさをいっしょに感じた」とはどういう意味か。②「海岸」の漢字の読み方をひらがなで書きなさい。③「しかし実際喜びの感じはわきあがってはこなかった」のはなぜか。④「それ」「そういう」はそれぞれ何を指しているのか。⑤この「城の崎にて」という小説で作者のどんな心境を表しているのか。（2005）
第十八課　赤ままの花
第十九課　こころ
刹那（せつな）　強盗（ごうとう）（2001）卑怯（ひきょう）（2006）
いっこう→ぜんぜん。　別段→とりわけ。　心持ち→すこし。　無口→寡言（かげん）。往来→道路。（2002）
人気→人のいそうな気配　無用心→無防備（2003）気味→A気分B気性C気配D気力（2006）
ｐ265二段落目～p266下から二行目
①「理想と現実」の意味内容として、次のA~Dから最も適当なものを選んで、その記号に○をつけなさい。
A　精神的に常々向上心を持っていることと恋をあきらめなければならないこと。
B　道のためにはすべてを犠牲にして精進することと道に背く恋に陥っていること。
C　道のために恋ができないことと一度生じてしまった恋と道を両立させること。
D　禁欲につとめて精進することと人間的な欲望を隠さずあらわにすること。②「それ」は何を指しているか。③「彼の主張」はどういう主張か。④「生活の方向」の転換とはどういうことか。⑤「その言葉」はどういう言葉か。（2002）
ｐ277下から一行目～p278下から三行目　①「なんにも知らないK」とあるが、Kはどのようなことを知らないのか。簡潔に書きなさい。②「なんにも知らない奥さん」とあるが、奥さんはどのようなことを知らないのか。簡潔に書きなさい。③「鉛のような飯」という比喩の意味を述べなさい。④「私の恐れを抱いている点」とはどのようなことか。⑤「それ」は何を指しているか。（2003）
ｐ265下から四行目～p266下から五行目　①「そう」とは何を指すか。文中から抜き出して書きなさい。②「それ」は何を指しているか。③「せっかく積み上げた過去」とはどのようなものか。説明しなさい。④「Kが急に生活の方向を転換して」とはどういうことを指すか。⑤「要するに私の言葉は単なる利己心の発現でした。」における「利己心」の内容を40字以内で説明しなさい。（2004）
ｐ259六行目～最後，p260下から五行目～最後①「彼の言葉の重み」の表現から「K」のどのような側面がわかるか。（または、どんな性格がわかるか）②「私は彼の魔法棒のために、一度に化石されたようなものです。」はどんな意味か、簡単に説明しなさい。③「先を越されたなと思いました。」はどういう意味か説明しなさい。④「ただ何事も言えなかったのです」という叙述から、この時の「わたし」の気持ちを推量してまとめよ。⑤『こころ』の主題は何か。（2005）
ｐ261八行目～下から二行目（2006）①「自分の心」とあるが、どんな気持ちを言っていますか。簡潔に書きなさい。②「非常な手抜かり」とあるが、ここではどんなことを指していますか。③「Kの自白」とあるが、Kは誰に何を自白したのですか。簡潔に書きなさい。④「私の頭は悔恨に揺られてぐらぐらしました。」とあるが、私は何を悔恨していますか。⑤ここでの「私」は作者のことを指していますか、それとも他の誰かを指していますか。作者でなかったら誰を指していますか。（2006）
第二十課　忘れえぬ人々
第二十一課　俳句
第二十二課　和歌
第二十三課　紀行文―おくのほそ道
第二十四課　竹取物語　「今は昔、竹取の翁といふ」～「籠に入れて養ふ」（2006）
第二十五課　平家物語　「遠く異朝をとぶらへば」～「心もことばも及ばれね」（2004）「祇園精舎の鐘の声」～「亡じにし者どもなり」（2005）
第二十六課　徒然草　「すべて月、花を」～「よそながら見ることなし。」（2001）「花は盛りに～などは言ふめる。」（2002）
第二十七課　方丈記
第二十八課　枕草子
「夏は夜」～「はた言ふべきにあらず」（2000）　「秋は夕暮れ」～「白き灰がちになりてわろし」（2003）
不明　
栄誉（えいよ）善良（ぜんりょう）眉毛（まゆげ）本気（ほんき）（2006）
稲妻→かみなりがなる前に、大空を横切って走る、不規則な形の強い光のすじ。無造作→簡単なこと。（2006）
加減（かげん）生返事（なまへんじ）欺瞞（ぎまん）虚偽（きょぎ）（2005）ものの→けれども（2004）あるじ→主人（2000）
ここまで見ると、ある事に気づくと思います。それは、各課にはそれぞれ重要度によってランク付けのようなものがされていて、その重要度に応じて、出題時の扱いが異なるということです。
重要度１（ほとんど出ない）
教科書の目次の部分で△マークの付いている文章（第五課、第十課、第十四課、第十五課、第十八課、第二十課、第二十三課、第二十八課）は、第二十八課を除いて、ほとんど出題されておらず、出題されてもせいぜい漢字の読み方と言葉の意味くらいです。しかも言葉の意味はすべて後ろの単語表から出題されています。従って、これら文章（二十八課除く）は
①文章内でルビが振られている（振り仮名のある）漢字の読み方を覚える。②単語表内の意味を理解する。
で十分であると思われます（もちろん最終的には読むことも必要ですが）。
重要度２（出しようがない）
教科書の目次に△はついていないのに、一度も出題されていない俳句と和歌は、これまでの試験の性質から言っても（古典は現代語訳の問題しか出ていない）、出題しにくい分野であるといえるでしょう。出題するのであれば、①現代語に訳させる　②季語を答えさせる　③感動の中心を答えさせる　④作者名や、その代表的な作品集を答えさせる　という内容でしょう。この方面についてまとめておけばこわいものはないと思います。
重要度３（読解が出るかもしれない）
漢字や単語の意味についての問題は毎年のように出ているのに、どういうわけか一度も読解の問題がでていない文章が多くあります。これは第十三課よりも前の文章に顕著で、第一課、第二課、第六課、第八課、第十二課、第十三課などがこれにあたります。例年の傾向をみると、一つ目の読解問題（全部で三つある）で徐々にですが、新しい文章を出題するようになっているので、用心は必要でしょう。①漢字の読み方を覚える　②分らない言葉の意味を確認する　③指示代名詞（あれ、これ等）が何を指しているのか確認しながら（一つ目の読解問題では指示代名詞の問題が極めて多い）大まかに読んでみる
などの準備が有効かと思います。
重要度４（古典文学）
これは毎年絶対出ることが決まっていますし、出題の範囲も他の現代文に比べれば狭いので、重要な得点源なのは言うまでもありません。傾向としては、枕草子→徒然草（二年連続）→枕草子→平家物語（二年連続）→竹取物語　と推移しています。最も有効なのは現代語訳の丸暗記でしょうが（笑）、それが無理な場合は、①古文と現代文との単語の意味の違いを興味深く勉強する。②古文文法の簡単な規則を興味深く把握する。③自分で古文だけ見ながら現代語訳を書いてみて、現代語訳を対照しながら間違った点を修正する　という三段階で進めてみてはいかがでしょうか。
重要度５（読解の出題が確実）
現代文の中でも、第十六課「伊豆の踊り子」、第十七課「城の崎にて」、第十九課「こころ」は毎年必ず出題されています。これらの文章については①作者について②作品か書かれた背景について③作品の主題　などについてまず調べましょう。それから、④漢字の読み方⑤単語の意味　などを確認し、⑥指示代名詞の内容、⑦各場面における登場人物たちの心理状態　を理解して自分の言葉で（もちろん日本語で）表現できるようになることが求められます。
その他、これまでに第三課「砂漠への旅」、第四課「友情について」、第七課「元日のこと」、第九課「美を求める心」、第十一課「鳥」も出題されていますが、これらもまず④～⑥を中心に読んでみて、⑦までできるようになれば合格もぐっと近づくのではないでしょうか。
限られた時間を効率的に利用して一歩でも合格に近づくよう頑張ってみてください。
